
河川整備計画と
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揖保川のこれからの川づくりに関する説明会資料

資料－２

治水 治水 利水
治水 利水

環境

明治２９年（１８９６） 昭和３９年（１９６４） 平成９年（１９９７）

近代河川制度の誕生 治水・利水の体系的な
制度の整備

治水・利水・環境の総合
的な河川制度の整備

・水系一貫管理制度の導入

・利水関係規定の整備

・河川環境の整備と保全

・地域の意見を反映した河川
整備計画制度の導入

河川法改正の流れ

新しい河川整備の計画制度新しい河川整備の計画制度

揖保川流域委員会について揖保川流域委員会について
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長期的な観点から、国土全体
のバランスを考慮し、学識経験
者を主たる構成員とする「社会
資本整備審議会河川分科会」
の意見を聴いて国土交通大臣

が定める。

社会資本整備審議会
河川法第16条 ３項

揖保川河川整備計画揖保川河川整備計画

揖保川河川整備基本方針の決定
（平成１９年３月３０日）

揖保川河川整備基本方針の決定
（平成１９年３月３０日）

意見

揖保川流域委員会について揖保川流域委員会について

丸石河原、水際植生の保全・再生

河口干潟環境の確保

瀬・淵の保全・再生

魚類等の生息の場の連続性の確保

十二ン波（ジュウニンナミ）の保全等

環

境

流水の正常な機能を維持するために
必要な流量：上川原地点約3.0m3/s
関係機関と連携して水利用合理化の

促進、必要な流量の確保に努める

利

水

龍野地点：基本高水流量3,900m3/s
洪水調節施設により500m3/s調節

河道への配分3,400m3/s

堤防整備、河道掘削等により計画規
模の洪水を安全に流下させる洪水調
節施設の整備

治

水

揖保川河川基本方針の概要
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関係住民、関係自治体、学識経験者からの意見を聴きながら策定。

揖保川河川整備基本方針の決定
（平成１９年３月３０日）

流域河川の望ましい姿（長期的な目標）

揖保川河川整備基本方針の決定
（平成１９年３月３０日）

流域河川の望ましい姿（長期的な目標）

揖保川河川整備計画の策定
中短期の河川整備

揖保川河川整備計画の策定
中短期の河川整備

意見

意見意見

流域自治体（県・市町）
河川法第16条の2 ５項

流
域
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民
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保
川
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委
員
会

（有
識
者
）

河
川
法
第
16
条
の
２

３
項
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NPO法人はりまスマートスクールプロジェクト

播州皮革工業協同組合理事長

神戸大学大学院工学研究科教授

元姫路市水道局浄水課長兼水質検査室長

高知工業高等専門学校校長

大阪大学名誉教授

神戸女子大学 学長

元神戸新聞社論説委員長

学校法人誠和学院日本工科専門学校校長

NPO法人日本ハンザキ研究所

兵庫県立大学教授

神戸大学大学院農学研究科教授

元小学校校長

龍野商工会議所議員

元中学校校長

姫路獨協大学名誉教授

元姫路科学館館長

兵庫県立大学客員准教授

所 属

地域情報化和崎 宏

地場産業吉田 久夫

河川工学
環境水理学

道奥 康治

上水道丸山 信行

環境生物工学

水質管理工学
藤田 正憲○

構造地質学波田 重煕

マスコミ中元 孝迪

都市環境デザイン

まちづくり
中農 一也

水生動物

多自然型河川工事
栃本 武良

都市計画田原 直樹

農業水利田中丸 治哉

中流域の地域特性新間 勝代

地域経済進藤 淳三

上流域の地域特性庄 一幸

環境政策井下田 猛

環境全般家永 善文

植物生態浅見 佳世

分 野氏 名委員長

揖保川流域委員会について揖保川流域委員会について

揖保川流域委員会構成委員揖保川流域委員会構成委員
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揖保川流域委員会について揖保川流域委員会について

これまでの揖保川流域委員会での審議について

ニュースレターによる紹介（No.31号とNo.32号内容）第27回委員会の様子

第22回委員会の発言概要

これまでに開催された委員会の様子については、姫
路河川国道事務所ホームページより、「揖保川流域委
員会」で紹介しています。

委員会資料

議事録（概要、全発言録）

ニュースレター
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